
以
て
之
れ
が
研
究
じ
付
て
は
吾
崇
諸
先
師
の
所
設
及
び
台

嘗
異
目
等
に
付
て
も
十
分
の
研
究
を
要
す
従
て
一
紙
宇
筆

の
克
〈
壷
す
所
に
非
ぎ
る
が
故
に
之
れ
が
研
鍵
は
先
患
の

高
教
じ
従
ひ
以
て
他
日
に
期
せ
ん
と
欲
す
。
ハ
た
は
り
〉

論

妙

法

五

字

典

三

大

秘

法

係

関

ハ
承
前
）

回

党

皐

藤

第
武
館
本
門
の
題
目

題
目
ど
は
こ
意
あ
り
所
謂
正
像
さ
末
法
ご
也
正
法

に
は
天
親
菩
薩
龍
樹
菩
薩
題
目
を
唱
へ
さ
せ
給
ひ
し
か

ず
も
自
行
ば
か
b
仁
し
て
き
て
止
ぬ
像
法
に
は
甫
岳

天
台
題
目
計
b
南
無
妙
法
蓮
華
経
ご
唱
へ
給
ひ

ι自
行

の
鋳
じ
し
て
庚
〈
他
の
掲
め
仁
設
か
や
是
理
行
の
題
目

也
末
法
に
入
っ
て
A
T
M
遺
が
所
唱
題
目
は
前
代
民
異

・9
自
行
化
他
じ
一
旦

b
て
商
無
妙
法
蓮
華
経
な
る
べ
し
名

地
宗
用
数
の
五
重
玄
の
五
宇
品
（
繍
ニ
O
五
三
〉

此
れ
吾
人
が
三
時
の
巽
相
の
章
下
仁
於
て
略
説
せ
る
が

如
く
、
龍
樹
等
の
如
〈
「
法
華
論
」
『
大
論
』
等
を
作
ち
て
、

題
目
を
讃
美
し
た
れ
ぎ
も
是
れ
文
相
の
み
な
る
ぺ
し
。
天

台
博
敬
等
、
盛
に
法
華
経
の
幽
玄
な
る
妙
義
を
談
じ
た
れ

ぎ
も
但
題
目
は
賓
相
の
真
理
じ
至
る
の
近
道
ご
な
し
、
其

立
行
た
る
但
一
心
三
制
慨
を
正
行
ご
し
て
、
信
心
唱
題
の
妙

行
を
奨
め
歩
。
設
ひ
唱
題
の
事
あ
b
し
も
自
行
ば
か

b
仁

し
て
化
他
に
出
て
ず
。
何
故
に
龍
樹
天
親
等
天
台
侍
数
等

題
目
を
自
行
計
じ
し

τ、
庚
く
化
他
の
矯
め
仁
設
か
ぎ
り

し
か
さ
云
ふ
に
‘
即
も

答
此
仁
ニ
意
あ
り
一
は
時
の
歪
ら
ぎ
る
が
故
に
二
は

付
嘱
に
非
る
が
故
畠
凡
妙
法
五
字
は
末
法
流
布
の
大
白

法
也
地
涌
千
界
の
大
士
の
付
蝿
也
是
故
に
南
岳
天

皇
樽
数
等
内
に
鑑
て
而
末
法
の
導
師
に
譲
v
之
不
ニ
弘
通

U

給
－
畠
ハ
綿
一

oood

此
二
意
既
に
吾
人
が
付
帽
閣
の
起
叢
三
時
の
異
相
の
章
下

氏
於
℃
遁
ベ
た

b
o
故
に
是
れ
さ
劃
見
し
て
組
意
の
所
存

窺
ひ
知
る
ぺ

ι。
而
し
て
末
法
に
本
化
所
弘
の
題
目
は
蒋

章
の
困
行
果
徳
の
二
法
を
具
足
せ
る
功
徳
甚
勝
な
る
も
の

に
し
て
是
れ
本
問
の
題
目
の
臆
相
な
る
べ
し
。

(17) 



第
三
節
本
門
の
戒
壇

今
や
園
民
の
思
想
混
乱
の
極
致
じ
蓮
し
、
信
仰
の
坂
着

す
る
所
を
知
ら
ず
。
而
し

τ思
想
の
混
乱
を
根
治
し
信
仰

の
統
一
を
断
行
す
ぺ
〈
、
賂
に
新
民
建
立
せ
ま
る
ぺ
か
ら

ぎ
る
も
の
、
即
も
本
門
の
戒
檀
息
。

戒
檀
者
王
法
寓
悌
法
悌
法
合
王
法
王
臣
一
同
に
本
門
の

三
秘
密
の
法
を
持
て
有
徳
王
血
寛
徳
比
丘
の
其
乃
往
を
移

末
法
濁
惑
の
未
来
時
数
官
一
並
御
致
書
を
申
し
下
し
て
尋

似
霊
山
浄
土
に
も
最
勝
地
可
建
立
戒
檀
者
欺
可
得
時
耳

云

々

ハ

縮

二

O
五一ニ〉

天
肇
叡
山
の
戒
壇
を
理
戒
と
一
五
ぴ
、
之
仁
岨
到
し
℃
我
宗

の
戒
植
を
事
檀
ご
云
ふ
乙
ど
は
既
に
三
秘
形
貌
の
章
下
に

於
て
暮
詑
せ
る
が
均
し
と
雄
、
本
宗
の
事
壇
中
夏
仁
事
ご

理
の
両
分
別
あ
る
ぺ
し
。
即
も
理
壇
ど
は
理
想
的
戒
檀
じ

し
て
、
即
ち
久
遠
劫
来
乃
至
壷
未
来
際
常
住
に
し
て
轄
鐙

せ
ず
‘
近
く
は
霊
山
虚
丞
二
慮
三
曾
よ
b
大
事
人
乃
至
我

等
信
心
の
頭
の
内
に
築
か
る
、
内
在
的
精
神
的
道
場
也
。

事
槽
さ
は
前
述
の
内
在
的
理
想
戒
壇
が
宗
国
的
園
家
的
乃

蓋
世
界
的
に
現
れ
た
る
‘
表
現
的
具
体
的
道
場
也
。

此
事
槽
の
中
に
於
て
叉
分
槽
芝
浦
檀
ご
を
R
7
別
す
る
こ

ぜ
あ
る
畠
。
然
ら
ば
浦
の
事
檀
ご
は
翻
何
な
る
も
の
敗
。

所
引
の
『
三
秘
抄
』
の
即
ち
王
法
悌
法
に
寓
し
偽
法
王
法
に

合
し
た
る
時
建
立
せ
ら
る
べ
き
も
の
に
し
て
、
此
戒
簡
は

即
も
三
園
並
に
一
関
浮
提
の
入
、
機
悔
滅
罪
の
戒
法
の
み

争
ら
ず
大
発
天
王
帝
稗
等
も
京
市
下
し
加
し
て
燭
み
給
ふ
べ

B

L
・
－
は
是
也
。
分
の
事
槽
ご
は
前
過
の
如
き
満
の
事
国
建
立

迄
に
個
人
的
、
部
分
的
じ
建
立
せ
ら
れ
た
る
事
檀
を
云
ふ

争、り
o
経
王
所
安
の
道
場
第
宇
草
堂
、
皆
是
戒
壇
畠
0

3
れ
ば
我
等
居
住
し
て
一
乗
を
修
行
せ
ん
の
慮
は
何
れ

の
所
に
で
も
候
へ
常
寂
光
の
都
た
る
ぺ
し
我
等
が
弟
子

権
那
ご
な
ら
ん
人
は
一
歩
も
行
か
ず
し
て
天
助
一
の
霊
山

を
見
本
有
の
寂
党
土
へ
章
夜
に
往
復
し
給
ふ
乙
ご
う
れ

し
さ
も
申
す
ば
か
b
無
し
ハ
線
八
四
一
〉

是
れ
正
し
〈
事
の
分
植
を
設
さ
給
ひ
し
姐
文
ご
見
へ
た

b
o
依
つ
℃
以

τ姐
意
を
窺
ふ
仁
足
ら
ん
。

而
し
て
前
所
引
『
三
秘
抄
』
に
顛
れ
た
る
『
王
法
悌
法
仁

寝
L
働
法
王
法
に
合
し
℃
乃
至
最
勝
の
地
を
尋
ね
て
戒
植

を
建
立
す
ぺ
き
も
の
也
』
の
御
文
は
、
正
し
〈
是
れ
揃
の

(18) 



事
撞
を
示
さ
れ
た
る
も
の
也
。
時
を
待
つ
べ
き
の
み
、
賞
に

弟
子
撞
那
等
異
韓
同
心
に
し
て
、
正
法
の
宣
博
仁
努
め
、
所

謂
一
天
四
海
皆
蹄
妙
法
の
衰
の
来
る
を
待
つ
ぺ
き
も
の
也

日
本
周
一
同
に
露
ニ
日
蓮
が
弟
子
撞
那
－
我
弟
子
等
の
出

家
は
矯
己
主
上
上
室
の
師
一
在
家
は
列
ニ
左
右
の
臣
下
－
購

又
一
間
浮
提
一
同
に
皆
仰
ニ
此
法
問
一
円
縮
一
七
一
号

是
れ
漏
の
事
撞
を
成
就
せ
し
有
様
を
、
予
言
せ
ら
れ
た

る
文
品
。
而
し
て
『
如
設
修
行
抄
』
の
『
天
下
高
民
諸
乗
一
偽

乗
ご
あ
っ
て
、
乃
至
現
世
安
穏
の
証
文
疑
ひ
あ
る
ぺ
か
ら

ざ
る
も
の
也
』
の
御
文
は
即
も
妙
戒
建
立
の
時
代
に
於
げ

る
婆
婆
即
寂
光
の
理
想
墳
を
示
せ
る
も
の
也
。

然
る
に
此
本
内
の
大
戒
撞
成
就
の
如
き
は
固
よ
ち
昼
前

絶
后
の
一
大
事
業
に
し

τ、
賞
に
宗
教
的
大
偉
人
の
手
腕

を
要
す
。
即
ち
再
出
の
本
化
大
士
に
待
た
ざ
る
ぺ
か
ら
令
’

J

」
雄
、
我
等
弟
子
槽
那
た
る
も
の
須
〈
其
先
腐
ど
し
て
奮

殺
勉
励
異
韓
同
心
に
し

τ宗
風
を
扇
揚
し
、
本
門
築
槽
の

時
を
期
し
世
界
王
民
を
し
て
異
に
婆
婆
即
寂
光
の
法
雨
じ

浴
せ
し
む
。
是
れ
吾
宗
の
所
期
息
。
而
し
て
最
終
の
目
的

仁
で
あ
る
也
。

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

末
法
の
機
根

第
費
節
鑑
機
の
必
要

機
根
ど
は
穂
し
て
は
、
一
切
衆
生
の
根
性
を
指
し
、
別

し
て
は
訟
を
受
け
、
又
は
受
り
ん
ご
す
る
も
の
冶
個
性
を

云
ふ
也
。

機
者
悌
数
を
弘
め
ん
人
は
必
ず
機
根
を
知
る
ぺ
し

ハ
縮
図
二
五
〉

ご
宣
へ

b
o
然
る
に
衆
生
の
機
類
高
差
な
れ
ば
蒋
曾
は

其
度
す
べ
き
所
に
随
っ
て
鋳
に
種
々
り
法
を
設
さ
給
へ
・
9

所
謂
五
時
入
敬
、

λ
万
四
千
の
法
問
也
。
故
じ
悌
滅
後
に

於

τ教
を
弘
め
群
生
を
救
は
ん
と
す
る
も
の
は
須
〈
機
根

を
判
し
知
る
べ
き
也
。
故
に
吾
組
五
綱
の
中
、
第
ニ
に
機
綱

を
立
て
通
し
て
滅
後
の
機
を
判
し
別
し
て
末
法
今
時
の
衆

生
は
縄
b
法
花
鰹
本
門
の
肝
心
仁
依
る
べ
き
機
根
な
れ
ば

今
末
法
に
入
り
泊
れ
ば
除
経
も
法
華
経
も
詮
な
し
、
但

南
無
妙
法
蓮
華
経
争
る
べ
し
（
綿
一
七
一
・
3

ザ
」
宣
へ
り
而
し
て
鑑
機
上
在
減
傍
正
を
諭
す
れ
ば
在
世

は
傍
仁
し
て
滅
後
は
殊
仁
末
法
が
正
意
に
で
あ
る
也
。

第
四
章

(19) 



ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

第

二

節

減

後

の

機

根

滅
後
の
機
根
に
二
類
あ
る
べ
し
、
所
謂
一
は
本
己
有
蕃

に
し
て
二
は
本
末
有
善
也
。

本
己
有
害
の
機
さ
は
本
既
に
根
本
善
の
悌
種
あ
れ
ば
、

電
ね
て
賂
閲
し
て
習
熟
或
は
解
脱
す
べ
き
機
也
。
非
、
習
熟

の
機
を
熟
径
の
機
ど
云
ひ
、
解
脱
の
機
を
股
盆
の
機
ご
云

ふ
。
鶏
股
の
異
ち
あ
り
と
雄
、
某
根
本
善
た
る
悌
種
の
存

す
る
点
は
一
也
同
也

本
来
有
善
の
機
と
は
根
本
善
の
悌
種
あ
ら
さ
る
機
品
。

故
に
新
に
偽
の
精
子
を
入
識
の
心
回
へ
下
さ
ぎ
る
可
ら
ざ

る
機
根
・
診
り
。
是
即
下
種
の
機
じ
し
て
、
前
者
を
清
善
の

機
ど
一
宮
ふ
に
封
し
て
是
れ
そ
濁
悪
の
機
ご
帯
す
る
な
り
。

今
F．
保
末
の
三
時
、
及
能
被
¢
敬
怯
に
配
排
す
る
仁
、

正
像
二
千
年
間
の
機
類
は
、
多
〈
は
悌
在
世
に
於
て
開
法

下
回
岨
せ
し
輩
、
即
ち
本
己
有
善
者
争
る
が
故
に
、
大
小
乗

教
に
依
っ
て
、
薫
習
練
熟
乙
‘
或
は
解
股
・
証
果
す
る
機
類

奇－
n
J
O

就
中
京
法
の
機
類
は
心
病
聴
き
が
故
仁
能
被
の
散

は
小
乗
権
殺
の
凡
薬
に
て
可
守
る
ぺ
く
叉
自
ら
股
盆
の
者

多
き
な
り
。
像
法
の
機
類
は
心
病
稿
重
き
が
故
仁
‘
能
設

の
教
は
、
法
華
法
門
の
大
築
を
要
す
ぺ
〈
、
叉
自
ら
熟
盆

の
も
の
多
き
争
り
口
末
法
の
機
類
は
、
悌
減
を
距
る
こ
ご

二
千
年
、
悌
法
全
共
異
質
を
失
ふ
時
に
し

τ、
衆
生
殆

ん
ざ
悌
性
を
汚
械
し
、
心
病
最
重
に
泊
し
て
、
即
も
本
来
有

害
の
輩
守
る
故
に
、
能
被
の
哉
は
最
上

ω良
薬
た
る
、
法

華
本
門
唯
一
純
国
一
賓
の
妙
法
港
華
麗
を
要
す
ベ
〈
、
之

に
依
て
下
栂
結
縁
す
る
機
類
品
。

弘
教
の
方
軌
を
一
況
は
ば
嬬
折
二
門
の
内
、
五
像
の
機
類

は
揺
受
の
順
化
な
ら
口
是
れ
清
華
げ
の
機
事
る
が
故
な
り
。

末
法
の
機
類
は
濁
謡
の
機
な
れ
ば
折
伏
逆
化
の
機
な
る
ぺ

し
。
導
師
に
就
レ
て
云
は
ば
掻
受
の
順
化
仁
は
、
龍
樹
、
天

親
、
天
議
、
博
敬
、
等
仁
し
て
、
末
法
の
逆
化
折
伏
立
致
の

導
師
は
本
化
上
行
の

H
蓮
大
型
人
共
人
な
る
ぺ
し
。
こ
れ

は
之
れ
前
述
題
目
三
時
の
異
相
、
付
院
の
起
査
の
章
及
本

門
題
目
の
体
相
を
明
す
の
章
ご
封
見
し
て
明
か
な
り
o

第
参
節
水
化
出
現
後
日
於
げ
る
末
法
の
機
桜

末
法
の
機
根
を
納
判
せ

A
仁
、
概
乙
て
本
末
有
菩
ご
云

ふ
は
且
く
本
化
問
宗
以
前
仁
約
す
る
の
大
判
に
・
し
て
、
本

(20) 



化
一
度
び
出
で

τ、
下
積
結
縁
乙
給
ひ
し
後
は
、
本
己
有

善
者
、
日
今
仁
増
加
す
ぺ
き
な
り
、
き
れ
ば
夏
じ
末
法
の

機
を
細
判
す
る
の
必
要
生
す
る
な
り
、
故
じ
細
剣
を
下

L

℃
多
分
は
逆
練
中
ザ
り
ご
雄
、
少
分
は
順
縁
壱
b
o
即
も
不

伝
説
法
の
徒
は
、
脱
し
て
逆
縁
じ
し
て
、
随
順
蹄
依
の
借

俗
は
郎
総
な
り
、
諸
法
の
徒
は
、
所
謂
毒
鼓
結
縁
の
徒
争

、り
0

・
誘
じ
関

τ一
串
ド
随
す
、
必
ず
由
っ
て
金
を
得
る
ご
は

忌
な
り
。

又
順
縁
に
上
中
下
の
三
根
あ
る
ぺ
し
。
即
も
上
根
ご
は

修
三
阜
の
徒
に
し
て
、
中
根
ご
は
五
開
修
業
の
徒
、
下
根

ご
は
但
信
銀
解
の
徒
を
一
五
ふ
也
＠
上
中
の
二
根
は
慧
を
以

て
信
を
助
く
。
末
代
の
上
松
は
、
倫
上
世
の
下
根
仁
及
ば

ず
、
況
ん
や
下
根
を
や
、
故
に
恒
信
を
以
て
慧
に
代
ム
の

み
。
正
直
に
方
便
擢
教
を
拾
で
、
、
議
量
の
肝
心
た
る
妙

決
五
宇
を
唱
ム
者
は
、
是
れ
即
其
嘗
臨
遅
花
の
偽
じ
で
あ

る
品
。
故
じ
題
目
の
五
宇
の
み
、
是
れ
末
法
の
詮
な
る
こ

ご
、
「
御
義
口
侍
』
等
の
所
明
に
依
っ
て
組
文
瞭
々
た
り
。

須
く
知
る
べ
し
、
末
代
の
衆
生
は
、
若
は
信
に
も
あ
れ
、

若
は
誘
に
も
あ
れ
、
倶
仁
妙
法
五
字
の
題
目
を
離
て
は
、

設
ひ
毒
量
じ
於
げ
る
も
、
山
川
無
盆
争
h
リ
0

況
や
其
僚
を
や
、

故
に
二
十
八
品
総
て
題
目
を
結
で
、
方
に
末
法
弘
通
の
要

法
争
り
ご
す
。

故
に
末
代
の
衆
生
は
、
利
鈍
順
逆
を
簡
ば
ず
、
一
同
に

妙
法
五
宇
仁
依
つ

τ、
以
て
得
盆
す
る
機
な
る
こ
ご
知
る

べ
き
品
。

五
宇
ご
三
秘
ご
の
交
渉

第
一
節
数
遁
の
一
途
に
依
る
三
秘

上
来
越
せ
る
所
の
三
大
秘
法
争
る
も
の
を
、

て
達
意
的
じ
言
ひ
顕
す
時
は
、
即
も

本
門
の
本
曾
ご
は
塵
点
甥
よ
b
己
来
此
土
有
縁
深
厚
本

有
無
作
三
身
教
主
蒋
曾
是
畠
。

本
門
の
題
目
ご
は
、
四
海
一
同
に
書
量
の
肝
心
た
る
、
商

無
妙
法
蓮
花
鰹
の
五
字
、
七
字
の
題
目
を
唱
へ
奉
る
是
・
品
。

本
内
の
戒
檀
ご
は
、
王
法
偽
法
に
寓
し
、
悌
法
王
法
じ

合
し
て
、
王
臣
一
同
仁
三
秘
密
の
法
を
持
っ
て
、
有
徳
王

覧
徳
比
丘
の
乃
往
を
末
法
濁
悪
の
未
来
に
移
さ
ん
時
、
鳳

詔
有
て
、
霊
山
滞
土
に
似
た
ら
ん
、
最
勝
の
地
を
捧
て
、

第
五
章

一
言
に
し
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営
に
此
戒
一
慣
を
建
立
す
ぺ
き
・
也
。

是
れ
未
だ
師
側
露
数
道
の
一
途
な
る
の
み
に
し
て
、
是
れ

文
義
意
の
中
に
は
、
但
文
相
な
る
の
み
。
次
節
じ
往
ひ

τ

更
に
詑
〈
所
あ
る
ア
し
。

第
二
節
誇
．
滋
の
資
義
に
依
る
三
秘

若
乙
上
来
所
惑
の
三
秘
を
、
本
化
別
頭
の
深
秘
の
義
に

一
退
脅
す
る
時
は
、
其
所
論
の
一
重
立
到
り
た
る
こ
ご
を
知

る
べ
し
。

所
持
の
法
は
妙
法
蓮
花
名
は
即
龍
也
。
躍
は
即
名
品
。

文
に
し
て
丈
に
あ
ら
子
。
義
に
乙
て
義
に
ゐ
ら
ず
。
一
二
千

ω諸
法
、
一
言
を
以
て
之
を
蔽
ふ
。
能
持
の
人
は
、
無
作

一
ニ
身
嘗
開
運
花
本
有
骨
形
是
也
。
其
入
所
持
の
蕗
即
常
寂

党
土
、
本
有
の
戒
値
、
又
是
れ
入
量
茶
羅
な
る
も
の
也
。

須
（
知
る
ぺ
し
、
三
秘
は
只
是
一
鰹
の
三
名
争
る
こ
ど

を
。
解
し
易
か
ら
し
め
ん
が
錦
に
唯
一
踏
の
妙
法
五
字
を

関
し
て
、
以
て
三
秘
を
明
し
給
ふ
な
る
ぺ
し
。
此
の
意
を

得
て
言
ふ
時
は
、
則
も
題
目
即
戒
檀
即
本
零
也
。
只
是
れ

一
一
法
の
異
名
に
て
あ
る
也
。

故
民
三
秘
と
妙
法
五
字
ご
は
間
合
審
俸
の
異
り
あ
る
の

み
。
法
躍
は
不
獲
＋
か
る
こ
ど
知
る
べ
し
。

夫
れ
二
一
一
口
の
妙
法
は
、
v
U
想
を
絶
す
。
此
法
は
一
不
す
べ

か
ら
ず
。
言
僻
の
相
寂
滅
せ
－
b
o
衆
生
を
し
て
、
此
妙
に
入

ら
し
め
ん
ご
欲
す
る
が
故
仁
三
秘
を
開
設
せ
ら
れ
し
也
。

(22) 

第
六
章

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

機
根
ど
五
字
及
三
秘

末
法
A
寸
時
の
機
根
は
、
衆
生
の
心
病
甚
重
守
る
が
故
に
、

小
乗
樺
数
及
門
謹
等
の
凡
薬
を
以
て
は
、
到
底
平
癒
せ
し

む
る
こ
さ
不
可
能
也
。
加
之
龍
樹
天
親
等
の
薮
皆
者
、
又

は
天
蔓
博
敬
等
の
漢
方
踏
が
診
察
守
れ
ば
之
れ
呆
し
て
嘗

れ
り
ご
云
ふ
べ
か
ら
ず
。
若
乙
内
鑑
に
就
て
診
療
等
を
得

た
り
ご
雌
、
稽
前
法
門
等
の
所
謂
薬
舗
の
棚
ぎ
ら
し
の
凡

築
を
服
し
て
、
何
の
効
能
か
あ
る
ぺ

s
r。

須
く
最
重
患
の
病
者
は
、
本
門
の
肝
心
妙
法
五
宇
の
、
色

香
美
味
皆
悉
具
足
の
大
良
薬
に
あ
ら
も
ヲ
ん
ば
治
す
る
事
能

は
ざ
る
品
。
例
せ
ば
欝
者
は
、
新
数
育
を
受
け
た
る
洋
行
板

り
の
竹
川
川

Jm博
士
じ
し
て
、
診
療
は
最
新
式
の
器
械
を

臆
用
し
、
棄
は
欧
米
新
流
行
の
大
良
薬
な
る
如
く
、
導
師

は
時
機
相
臆
上
行
の
再
誕
、
宗
義
は
、
本
化
別
頭
の
数
蜘
側
、



一
部
入
容
の
肝
心
た
る

法
は
八
万
四
干
の
法
門
の
精
枠
、

妙
法
五
宇
品
。

末
代
の
上
根
は
向
上
世
の
下
根
に
及
ば
歩
、
故
に
末
法

今
時
は
一
同
に
下
根
な
る
べ

L
。
敬
捕
質
な
れ
は
位
禰
下

る
、
最
下
根
を
利
益
す
る
こ
ご
今
典
の
正
意
也
。

三
秘
抄
の
此
法
門
は
義
主
案
じ
、
理
を
詳
か
に
せ
よ
と

の
御
指
尚
に
準
じ
て
、
組
意
の
所
在
を
案
ず
る
に
、
本
門

書
量
の
肝
心
た
る
妙
法
五
字
を
関
し
て
、
以
て
末
代
の
順

機
の
潟
に
奥
へ
、
又
此
三
秘
を
合
a

し
て
一
丸
ご
な
し

τ、

・
米
代
の
逆
機
の
鵠
に
投
じ
給
ふ
こ
ど
知
る
ぺ
し
。
三
秘
艇

に
前
述
の
如
く
、
五
字
ご
同
一
轄
の
三
方
面
な
る
上
は
、

五
字
ご
同
じ
く
、
末
法
の
嘗
機
じ
通
膳
せ
る
こ
ご
論
を
侠

た
ず
。只
関
し
て
順
機
に
向
ふ
ご
、
合
し
℃
逆
機
仁
嘗
る
ご
の

謂
の
み
。

結ー

論・

人

上
来
所
遁
概
略
妙
法
五
字
ど
三
大
秘
法
ど
の
閥
係
を
論

じ
畢
ぬ
。
例
を
以
て
重
ね
て
結
論
と
な
さ
ば
吾
串
院
の
皐

院
長
狽
下
に
寄
せ

τ、
之
を
見
ん
。
日
蓮
宗
管
長
小
泉
日

慈
狽
下
、
身
延
山
法
主
小
泉
大
信
正
、
日
蓮
宗
大
事
、
又

は
組
山
畢
院
の
皐
長
た
る
小
泉
日
慈
狽
下
等
ご
云
へ
る
が

如
く
、
共
一
つ
の
小
泉
大
借
正
を
管
長
ご
見
、
法
主
ご
稀

し
又
は
摩
長
ご
云
ふ
、
然
り
と
雄
所
親
の
狽
下
其
人
は
唯

一
な
る
が
如
〈
、
唯
一
の
妙
法
五
字
を
所
観
の
妙
境
則
も

客
観
的
信
仰
の
封
象
ご
見
℃
は
本
智
ご
云
ひ
、
能
観
の
妙

智
則
も
主
観
的
の
内
容
或
は
接
作
守
る
行
法
ご
見
た
る
場

合
は
題
目
、
境
智
潟
A
口
の
場
所
仁
”
し
て
、
政
敬
一
致
の
霊

府
也
吉
見
る
時
は
、
戒
躍
と
争
り
て
頴
る
、
お
な
り
、
然
れ

ど
も
三
秘
は
本
来
唯
一
法
の
聞
出
守
る
の
み
。

設
去
説
来
、
無
量
無
遁
、
諸
偽
紳
カ
を
以
℃
設
〈
と
も

壷
す
こ
と
能
は
じ
、
然
れ
ご
も
還
っ
て
本
源
を
見
れ
ば
、

一
言
の
妙
法
は
由
来
襲
せ
ず
、
法
界
森
羅
、
本
ご
自
ら
妙

法
に
て
あ
る
・
也
。

異
質
也
甚
深
品
。
唯
信
得
す
ぺ
（
、
識
得
す
べ
か
ら
ざ

る
品
。

合
掌

南
無
妙
法
蓮
華
経
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